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ハンムラビ王，メソポ
タミア統一

アッシリア，オリエン
トを統一
アケメネス朝ペルシア，
オリエントを統一
ペルシア戦争

ササン朝ペルシア建国

ムハンマド，メッカか
らメディナに移住（ヒ
ジュラ）
ウマイヤ朝成立
アッバース朝成立

セルジューク朝，バグ
ダードに入城
マムルーク朝成立
モンゴル軍，バグダード
を占領
イル・ハン国建国
オスマン朝成立

イブン・バットゥータが
大旅行を終える
オスマン朝がコソヴォ
の戦いでセルビア軍を
をやぶる
バルトロメウ・ディアス，
喜望峰に到着

西アジア
ぼくちく

き　ぼう ほう

せんりょう

前
5000

前
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1300

紀元

西
ア
ジ
ア
世
界

節
4 　西アジアとは，イラン高原からアナトリア高原にかけての地域をさし，エジプ

ト一帯とあわせてオリエント（古代ローマ人からみて「太陽ののぼるところ」の意
味）とよばれてきた地方である。この地域の大部分は乾

かん

燥
そう

帯
たい

の気候に属し，遊
ゆう

牧
ぼく

生活が営
いとな

まれ，古くから多くの民族が移動や興
こう

亡
ぼう

をくり返した。水と緑にめぐま
れたメソポタミアとエジプトで，前 3000 年ごろ，世界最古の文明が形

けい

成
せい

された。

Q1 ギザのピラミッドとスフィンクス
　ナイル川流域の肥

ひ

沃
よく

な土地にめぐまれ
たエジプトでは，王の権

けん

威
い

を象
しょう

徴
ちょう

する巨
大な建造物が建設された。

R2 ヨルダンの
市場（スーク）　通
路やせまい路地の
両側に，さまざま
な商品を扱う店が
密集している。「ス
ーク」はアラビア
語で，ペルシア語
では「バザール」。

R3羊
ひつじ

の遊牧（イ
ラク）　乾燥帯で
は遊牧生活が営ま
れ，畜

ちく

産
さん

物
ぶつ

と河
か

川
せん

流域やオアシスで
生産された農作物
との交

こう

易
えき

がおこな
われてきた。

2

3

節

1
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36 地図

くらしと
文化

古代，中世の食文化

　ジャガイモ，トマト，トウモロコシはアメリカ大陸原産の食材
であり，ヨーロッパにはいってきたのは，15世紀末に始まる大

だい

航
こう

海
かい

時代（➡p.68）以降である。このような食材がまだもたらされて
いない古代や中世では，人々は何を食べていたのだろうか。
　地中海世界では，古代から穀

こく

類
るい

以外にもオリーヴ，ワイン，魚
を原料としたガルム（魚

ぎょ

醤
しょう

）などの交易がおこなわれていたことが
知られている。また，１世紀に歴史家タキトゥスが著

あらわ

した『ゲル
マニア』には，ゲルマン人がビールと考えられる醸

じょう

造
ぞう

酒
しゅ

を製造し
ていたとの記述がある。いっぽう，三

さん

圃
ぽ

制が普
ふ

及
きゅう

するより前のア
ルプス以北のヨーロッパでは，農業生産力は非常に低かったとさ
れる。小麦などの穀類もとぼしく，中世のヨーロッパでの食糧事
情は貧しいものであったといわれている。

前30世紀

前8世紀
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前334

前264
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前4ごろ

313

395
476

6世紀

800
9世紀
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1453

1492

エーゲ文明
　（クレタ文明）
　（ミケーネ文明）

ギリシアでポリス成立
ローマで共和政開始
ペルシア戦争
ペロポネソス戦争
アレクサンドロス，東
方遠征
ポエニ戦争
ローマ，帝政に
イエス生まれる

ローマ帝国でキリスト
教公認
ローマ帝国，東西に分割
西ローマ帝国滅亡

東ローマ（ビザンツ）帝
国の領土最大に
カールの戴冠
キエフ公国成立

東西キリスト教会，分裂
ノルマン朝成立（英）
カノッサの屈辱
第1回十字軍
教皇のバビロン捕囚
英仏百年戦争
オスマン帝国がビザン
ツ帝国を滅ぼす
スペイン，グラナダを
占領
コロンブス，アメリカ
に到達
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きょう こう　　　　　　　　　　　 ほ しゅう

　　　　　　　　 ほろ

せん りょう

　　 とう たつ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

節
5 　ユーラシア大陸のウラル山脈より西が，ヨーロッパとよばれる。アルプス・ピ

レネー両山脈以南の南ヨーロッパは，牧
ぼく

畜
ちく

や果樹栽培がさかんである。アルプス
以北の西ヨーロッパは，雨量や河

か

川
せん

にもめぐまれて，農
のう

牧
ぼく

業が発展した。エルベ
川以東の東ヨーロッパは，大陸性気候の大平原地帯である。フィヨルドの多いス
カンディナヴィア半島の北ヨーロッパでは漁業や林業が発達した。

R2 ノルウェー
のフィヨルド　ス
カンディナヴィア
半島を原

げん

住
じゅう

地
ち

とす
るノルマン人は，
8世紀以降南

なん

下
か

し，
ノルマンディー公
国，両シチリア王
国，キエフ公国な
どを建国した。

W3 クノッソス宮殿の壁
へき

画
が

（復
元）　クレタ人の民族系統は不明
であるが，壁画や壺

つぼ

絵から，オリ
エントの影響も受けながら海上交
易で栄えていたことがうかがえる。

Q5 現在のヨーロッパ料理（上はジャガ
イモ , ビール。下はパスタ，トマト）

　古代ギリシア・ローマ史の舞台は，オリエントとの海上交
こう

易
えき

で

古くから栄えた地中海域であった。その後，さまざまな民族との

接
せっ

触
しょく

・交流のなかで，アルプス以北をふくむ現在のヨーロッパ世

界の素
そ

地
じ

がきずかれていくが，それを象
しょう

徴
ちょう

しているのがシチリア

島の歴史である。シチリア島は，前8世紀にギリシア人がシラク

サなどに植民市を建設して以来，カルタゴ，ローマ帝国，ゲルマ

ン人の順に支配を受け，6世紀にはビザンツ帝国領にくみこまれた。

その後，アラブ人が10世紀はじめまでに征服し，イスラーム支配

のもとでパレルモを中心地として繁
はん

栄
えい

する。11世紀にはノルマン

人が進出し，12世紀前半に両シチリア王国を建国した。13世紀前

半，第5回十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

をひきいた神
しん

聖
せい

ローマ皇帝フリードリヒ2世は

シチリア王としてパレルモに居
きょ

住
じゅう

した。当時，この地では多
た

様
よう

な

文化が共存し，影響しあいながら繁栄していた。

シチリア島～地
ち

中
ちゅう

海
かい

世界からヨーロッパ世界へ～
節

Q1 ヨーロッパの森　アルプ
ス以北は大部分が森林におおわ
れており，そこを開

かい

拓
たく

してきた
歴史を通して，現在の景

けい

観
かん

と
人々の自然観が形づくられた。

W4 パレルモの大聖
せい
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くらしと
文化

古代，中世の食文化

　ジャガイモ，トマト，トウモロコシはアメリカ大陸原産の食材
であり，ヨーロッパにはいってきたのは，15世紀末に始まる大

だい

航
こう

海
かい

時代（➡p.68）以降である。このような食材がまだもたらされて
いない古代や中世では，人々は何を食べていたのだろうか。
　地中海世界では，古代から穀

こく

類
るい

以外にもオリーヴ，ワイン，魚
を原料としたガルム（魚

ぎょ

醤
しょう

）などの交易がおこなわれていたことが
知られている。また，１世紀に歴史家タキトゥスが著

あらわ

した『ゲル
マニア』には，ゲルマン人がビールと考えられる醸

じょう

造
ぞう

酒
しゅ

を製造し
ていたとの記述がある。いっぽう，三

さん

圃
ぽ

制が普
ふ

及
きゅう

するより前のア
ルプス以北のヨーロッパでは，農業生産力は非常に低かったとさ
れる。小麦などの穀類もとぼしく，中世のヨーロッパでの食糧事
情は貧しいものであったといわれている。

前30世紀

前8世紀
前6世紀
前500
前431
前334

前264
前27

前4ごろ

313

395
476

6世紀

800
9世紀

1054
1066
1077
1096
1309
1339
1453

1492

エーゲ文明
　（クレタ文明）
　（ミケーネ文明）

ギリシアでポリス成立
ローマで共和政開始
ペルシア戦争
ペロポネソス戦争
アレクサンドロス，東
方遠征
ポエニ戦争
ローマ，帝政に
イエス生まれる

ローマ帝国でキリスト
教公認
ローマ帝国，東西に分割
西ローマ帝国滅亡

東ローマ（ビザンツ）帝
国の領土最大に
カールの戴冠
キエフ公国成立

東西キリスト教会，分裂
ノルマン朝成立（英）
カノッサの屈辱
第1回十字軍
教皇のバビロン捕囚
英仏百年戦争
オスマン帝国がビザン
ツ帝国を滅ぼす
スペイン，グラナダを
占領
コロンブス，アメリカ
に到達

ヨーロッパ

前
5000

前
1000

500

1000

紀元

えんせい

めつぼう

ぶんかつ

ぶんれつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 たいかん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

   　　　　　　　　　 くつ じょく

きょう こう　　　　　　　　　　　 ほ しゅう

　　　　　　　　 ほろ

せん りょう

　　 とう たつ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

節
5 　ユーラシア大陸のウラル山脈より西が，ヨーロッパとよばれる。アルプス・ピ

レネー両山脈以南の南ヨーロッパは，牧
ぼく

畜
ちく

や果樹栽培がさかんである。アルプス
以北の西ヨーロッパは，雨量や河

か

川
せん

にもめぐまれて，農
のう

牧
ぼく

業が発展した。エルベ
川以東の東ヨーロッパは，大陸性気候の大平原地帯である。フィヨルドの多いス
カンディナヴィア半島の北ヨーロッパでは漁業や林業が発達した。

R2 ノルウェー
のフィヨルド　ス
カンディナヴィア
半島を原

げん

住
じゅう

地
ち

とす
るノルマン人は，
8世紀以降南

なん

下
か

し，
ノルマンディー公
国，両シチリア王
国，キエフ公国な
どを建国した。

W3 クノッソス宮殿の壁
へき

画
が

（復
元）　クレタ人の民族系統は不明
であるが，壁画や壺

つぼ

絵から，オリ
エントの影響も受けながら海上交
易で栄えていたことがうかがえる。

Q5現在のヨーロッパ料理（上はジャガ
イモ , ビール。下はパスタ，トマト）

　古代ギリシア・ローマ史の舞台は，オリエントとの海上交
こう

易
えき

で

古くから栄えた地中海域であった。その後，さまざまな民族との

接
せっ

触
しょく

・交流のなかで，アルプス以北をふくむ現在のヨーロッパ世

界の素
そ

地
じ

がきずかれていくが，それを象
しょう

徴
ちょう

しているのがシチリア

島の歴史である。シチリア島は，前8世紀にギリシア人がシラク

サなどに植民市を建設して以来，カルタゴ，ローマ帝国，ゲルマ

ン人の順に支配を受け，6世紀にはビザンツ帝国領にくみこまれた。

その後，アラブ人が10世紀はじめまでに征服し，イスラーム支配

のもとでパレルモを中心地として繁
はん

栄
えい

する。11世紀にはノルマン

人が進出し，12世紀前半に両シチリア王国を建国した。13世紀前

半，第5回十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

をひきいた神
しん

聖
せい

ローマ皇帝フリードリヒ2世は

シチリア王としてパレルモに居
きょ

住
じゅう

した。当時，この地では多
た

様
よう

な

文化が共存し，影響しあいながら繁栄していた。

シチリア島～地
ち

中
ちゅう

海
かい

世界からヨーロッパ世界へ～
節

Q1 ヨーロッパの森　アルプ
ス以北は大部分が森林におおわ
れており，そこを開

かい

拓
たく

してきた
歴史を通して，現在の景

けい

観
かん

と
人々の自然観が形づくられた。

W4 パレルモの大聖
せい
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清
シ ン

の繁
は ん

栄
え い

と東アジア
2 明

ミン

清交
こう

替
たい 明代後期，毛

け

皮
がわ

や薬用人
にん

参
じん

などの交
こう

易
えき

ルート

をおさえて急成長したのが女
じょ

真
しん

人（のちに満
まん

洲
しゅう

〈州〉人と自称）のヌルハチである。彼は，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の朝鮮侵
しん

略
りゃく

に救

援軍をおくって財政難におちいった明を攻め，金
きん

（後
こう

金
きん

）を建国した。

　金は，やがて内モンゴルを征し，国号を清と改め，朝鮮をした

がえた。1644年，李
り

自
じ

成
せい

のひきいる農民反乱で明が滅
めつ

亡
ぼう

すると，清

はそれに乗
じょう

じて華
か

北
ほく

に侵
しん

入
にゅう

した。第4代康
こう

煕
き

帝
てい

のとき，三
さん

藩
ぱん

の乱を

平定し，台
たい

湾
わん

で抵抗をつづけた
2

鄭
てい

氏を降
くだ

して中国統一を完成した。

以後，雍
よう

正
せい

帝
てい

，
4

乾
けん

隆
りゅう

帝
てい

とつづく約150年の清の最
さい

盛
せい

期
き

をむかえた。

清の支配と
東アジア

八
はっ

旗
き

制による強力な軍事力を背
はい

景
けい

に，清は北
ペ

京
キン

を都として中国全土を支配した。基本的に

は明の内閣制を引きつぎ，科
か

挙
きょ

制を充実し，漢
かん

人
じん

も官僚に採用し

た（満
まん

漢
かん

併
へい

用
よう

）。ただし，儒
じゅ

学
がく

など漢人の伝統文化を尊
そん

重
ちょう

するいっ

ぽう，漢人の男性には女真人の習俗である辮
べん

髪
ぱつ

を強要し，言
げん

論
ろん

統
とう

制
せい

もきびしくおこなった（文
もん

字
じ

の獄
ごく

）。

　内陸の諸民族に対しては，明と同様に，その首
しゅ

長
ちょう

を地方長官に

任じて間接的に統
とう

治
ち

し，ジュンガル，回
かい

部
ぶ

（新
しん

疆
きょう

），チベットなど

は藩
はん

部
ぶ

として自治をみとめ，あらたに設置した理
り

藩
はん

院
いん

の管理下に

おいた。シベリアから南
なん

下
か

するロシアとはネルチンスク条約など

を結んで国境の画
かく

定
てい

をおこなった。こうして，清はさまざまな民

族と広
こう

大
だい

な領域を統治する大帝国に発展し，それは現在の中華人

1559－1626 ➡p.56

1616－36

1636－1912

1606－45

在位1661－1722 1673－81

在位1722－35 在位1735－95

➡p.10

➡p.59Q

➡p.1213 1689

Q1「盛
せい

世
せい

滋
じ

生
せい

図
ず

（姑
こ

蘇
そ

繁
はん

華
か

図
ず

）」　清代中期の蘇
そ

州
しゅう

の繁栄をえがいた図巻。高官が城内をねり歩く。雲
うん

南
なん

や貴
き

州
しゅう

，四
し

川
せん

や広
こう

西
せい

など各省の特産品を扱う店が見え，その地にも華
か

人
じん

（漢
かん

人
じん

）が進出していたことがうかがえる。

　清は，なぜ広
こう

大
だい

な領土を支
配できたのだろうか。

　福
ふっ

建
けん

系武装海商の子で，母
は日本人。明

ミン

の皇族をたすけ，
1661 年にオランダ勢力から
台
たい

湾
わん

をうばい，その後約 20
年，鄭氏は清に抵抗した。

鄭
てい

成
せい

功
こう
（1624 ー 62）

2

八
はっ

旗
き

制

　女
じょ

真
しん

人の伝統的な社会制度に
もとづく軍事・行政組織。8種
の旗のもとに軍団が編成された。
各軍団は，満

まん

洲
しゅう

・蒙
もう

古
こ

・漢軍の
3軍から成る。
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清
シ ン

の繁
は ん

栄
え い

と東アジア
2 明

ミン

清交
こう

替
たい 明代後期，毛

け

皮
がわ

や薬用人
にん

参
じん

などの交
こう

易
えき

ルート

をおさえて急成長したのが女
じょ

真
しん

人（のちに満
まん

洲
しゅう

〈州〉人と自称）のヌルハチである。彼は，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の朝鮮侵
しん

略
りゃく

に救

援軍をおくって財政難におちいった明を攻め，金
きん

（後
こう

金
きん

）を建国した。

　金は，やがて内モンゴルを征し，国号を清と改め，朝鮮をした

がえた。1644年，李
り

自
じ

成
せい

のひきいる農民反乱で明が滅
めつ

亡
ぼう

すると，清

はそれに乗
じょう

じて華
か

北
ほく

に侵
しん

入
にゅう

した。第4代康
こう

熙
き

帝
てい

のとき，三
さん

藩
ぱん

の乱を

平定し，台
たい

湾
わん

で抵抗をつづけた
2

鄭
てい

氏を降
くだ

して中国統一を完成した。

以後，雍
よう

正
せい

帝
てい

，
4

乾
けん

隆
りゅう

帝
てい

とつづく約150年の清の最
さい

盛
せい

期
き

をむかえた。

清の支配と
東アジア

八
はっ

旗
き

制による強力な軍事力を背
はい

景
けい

に，清は北
ペ

京
キン

を都として中国全土を支配した。基本的に

は明の内閣制を引きつぎ，科
か

挙
きょ

制を充実し，漢
かん

人
じん

も官僚に採用し

た（満
まん

漢
かん

併
へい

用
よう

）。ただし，儒
じゅ

学
がく

など漢人の伝統文化を尊
そん

重
ちょう

するいっ

ぽう，漢人の男性には女真人の習俗である辮
べん

髪
ぱつ

を強要し，言
げん

論
ろん

統
とう

制
せい

もきびしくおこなった（文
もん

字
じ

の獄
ごく

）。

　内陸の諸民族に対しては，明と同様に，その首
しゅ

長
ちょう

を地方長官に

任じて間接的に統
とう

治
ち

し，ジュンガル，回
かい

部
ぶ

（新
しん

疆
きょう

），チベットなど

は藩
はん

部
ぶ

として自治をみとめ，あらたに設置した理
り

藩
はん

院
いん

の管理下に

おいた。シベリアから南
なん

下
か

するロシアとはネルチンスク条約など

を結んで国境の画
かく

定
てい

をおこなった。こうして，清はさまざまな民

族と広
こう

大
だい

な領域を統治する大帝国に発展し，それは現在の中華人

1559－1626 ➡p.56

1616－36

1636－1912

1606－45

在位1661－1722 1673－81

在位1722－35 在位1735－95

➡p.10

➡p.59Q

➡p.1213 1689

Q1「盛
せい

世
せい

滋
じ

生
せい

図
ず

（姑
こ

蘇
そ

繁
はん

華
か

図
ず

）」　清代中期の蘇
そ

州
しゅう

の繁栄をえがいた図巻。高官が城内をねり歩く。雲
うん

南
なん

や貴
き

州
しゅう

，四
し

川
せん

や広
こう

西
せい

など各省の特産品を扱う店が見え，その地にも華
か

人
じん

（漢
かん

人
じん

）が進出していたことがうかがえる。

　清は，なぜ広
こう

大
だい

な領土を支
配できたのだろうか。

　福
ふっ

建
けん

系武装海商の子で，母
は日本人。明

ミン

の皇族をたすけ，
1661 年にオランダ勢力から
台
たい

湾
わん

をうばい，その後約 20
年，鄭氏は清に抵抗した。

鄭
てい

成
せい

功
こう
（1624 ー 62）

2

八
はっ

旗
き

制

　女
じょ

真
しん

人の伝統的な社会制度に
もとづく軍事・行政組織。8種
の旗のもとに軍団が編成された。
各軍団は，満

まん

洲
しゅう

・蒙
もう

古
こ

・漢軍の
3軍から成る。
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自由主義とナショ
ナリズムの台

たい

頭
とう

ウィーン体制をおびやかす変革運動のなかで

人々がめざしたのは，個人の自由の保障や，

議会制と立憲政治の実現であった。こうした思想は自由主義とよ

ばれる。また，これらの人々は多くの場合同時に，みずからの属

するネーション(国民，民族)の自立や政治的統一を求めた。こう

した運動は，各国で，知識人層や商工業者層，地域によっては将

校や小貴族の支持を得ながら発展したが，五国同盟の主導のもと

できびしく圧
あっ

迫
ぱく

された。

　ドイツ連邦では，1815年，学生たちを中心に統一と自由を求め

るブ
4

ルシェンシャフト（学生組合）という組織が形
けい

成
せい

されていたが，

こうした学生や知識人の運動に対して，オーストリアの主導下に

1819年からきびしい弾
だん

圧
あつ

がなされた。1820年にブルボン朝のスペ

インでは立憲革命がおきたが，フランスの介入によって打
だ

倒
とう

された。

同年には，イタリア南部の両シチリア王国で，翌年にはイタリア

北部のサルディニア王国で，カルボナリ（炭焼き党）とよばれる革

命派が主導しておこした革命は，オーストリアの軍事介入によっ

て鎮
ちん

圧
あつ

された。ロシアでは1825年に，立憲政治の実現をめざす青

年貴族士官の反乱（デ
5

カブリストの乱）がおきたが，失敗に終わった。

　しかし，1820年代には，オスマン帝国からの独立をめざすギリ

シアの独立戦争がおき，ラテンアメリカでスペインからの植民地

の独立があいつぐなど，ウィーン体制ははやくもほころびを見せ

始めた。

1821−29 ➡p.95

➡p.92－93

　　 

ドイツ連邦の境界
オーストリア帝国領
ウィーン条約による
各国の取得地
（B）イギリス領
（F）フランス領

オ ス マ ン 帝 国

ロンバルディア ヴェネツィア
コルシカ
（F）マドリード

地　　

　　　　　中　　　
　　　　　　　　　　　　海

　黒　　海

ロンドン

ウィーンパリ

ベルリン

マルタ（B）

イスタンブル

ジブラルタル（B）

ナ
ポ
リ

ロ
ー
マ

リ
ス
ボ
ン

ポーランド
王国

ベーメン

ベルギー

ベ　ッ　　サ　　ラ　　ビ　　　ア

サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
王
国

プロイセン王 国

スペイン王国

フランス王国 スイス

ロ シ ア 帝 国

オーストリア帝国

デンマーク
　王国

スウェーデン
　　王国

オランダ
　  王国

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国

両　シ　　チ　　　リ
　　ア　王国

教
皇
領

イ
ギ
リ
ス
王
国

イ
オ
ニ
ア
諸
島（
B
）

0 500km

Q3ウィーン会議後のヨーロッパ（1815 年）　会議の結果，オーストリア領ネーデ
ルラント（ベルギー）はオランダに併

へい

合
ごう

された。

Q4 ヴァルトブルク祭　1817 年，
ルターの宗教改革（➡p.67）300年を記
念して，各地から学生らが，黒，赤，
金の三色旗をかかげて集まり，ウ
ィーン体制の専

せん

制
せい

支配を批判した。

Q5 デカブリストの乱　首都ペ
テルブルクで，青年貴族士官が兵
士をひきい，新しい皇帝ニコライ
1世への宣

せん

誓
せい

をこばんで蜂
ほう

起
き

した。
上は，手前が鎮

ちん

圧
あつ

部隊で，広場中
央の銅像の奥が反乱軍。

ネーションとナショナリズム

　ネーション（民族，国民など
と訳される）は，特定の地域空
間に住んでいることや，文化
や言語，宗教を共有している
こと，もしくは共通の歴史的
経験などにもとづいて，一体
の政治的共同体と考えられる
集団のこと。何をネーション
の基

き

準
じゅん

とするかは，それぞれ
の場合で異なっており，きわ
めて多

た

様
よう

である。そして，こ
うしたネーションに価値をお
き，ネーションの一体性を強
調する思想や運動が，ナショ
ナリズム（民族主義，国民主義
などと訳されることもある）
とよばれる。
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　現在の世界には約 200 の国家があり，国
際連合加盟国でいえば193か国がある（2014
年現在）。これらの国家のうちの多くで標準と
されている国家モデルは，国民国家とよばれ
るものである。国民国家は，その領土内の住
人が，単

たん

一
いつ

の一体的な共同体としての「国民」
＝ネーションを成しており，この国民と等

ひと

し
いとされるような国家である。
　いっぽう，どのような地域においても，文
化や言語の面で多

た

様
よう

な人々がともに生活して
いるのが通常である。そのようななかで，国
民国家の原理を適

てき

用
よう

することが近現代に世界
各地でこころみられるようになると，さまざ
まな問題が引きおこされることになった。国
民国家の原理では，国境線でかこまれた領域
で，言語，文化などにおいて均

きん

質
しつ

な単一の国
民＝ネーションが存在していることが一つの
前
ぜん

提
てい

とされる。そのようになると，人々はそ
のネーションに適合しているか，あるいはそ
うでない者かにふりわけられ，後者は「少数民

族」とされてしまう。もともとそこには多様
な人々がいるのであるから，必然的に一部の
人は少数民族となってしまうのである。そし
て，そのネーションとは異質とされる少数者
は，劣

れつ

悪
あく

な処
しょ

遇
ぐう

を受けがちであり，排
はい

除
じょ

の対
象となってしまうことさえある。
　第一次世界大戦後にあったギリシアとトル
コのあいだでの戦争ののち，トルコ領在住の
ギリシア正教徒をギリシアへ，ギリシア領在
住のムスリムをトルコへ移住させるという住
民の交換がなされた。人種主義的なナショナ
リズムをかかげたナチス・ドイツは，ドイツ国
内のユダヤ人を「民族共同体」に属さない者と
みなして人種差別の対象とした（➡p.173,179）。ユー
ゴスラヴィアが解

かい

体
たい

した 1990 年代には，そ
れぞれの領域で，「民族浄化」とよばれる少数
民族の排除がおこなわれた（➡ p.207）。
　現代の世界では，こうしたできごとの反省
の上に立って，各国，各地域で排除や差別の
ない，多民族がたがいに共存する社会を構築
することが重要な課題となっている。

国民国家と民族問題

Q1アイヌ民族の古式舞
ぶ

踊
よう

「鶴
つる

の舞
まい

」（2008 年）　日本
社会もまた多民族社会である。

Q2スコットランド独立を支持する住民（2014 年）　
2014 年 9 月の住民投票によって独立は否決されたが，
国家の統

とう

合
ごう

をめぐってイギリスがかかえる問題が浮
う

き
彫
ぼ

りになった。

Q3 旧ユーゴスラヴィアの民族分布　このように
示されるのは，統計上の「民族」，「分布」であること
に注意したい。実際の人々のアイデンティティはさ
らに複雑であり，ほとんどの地域で，程度の差はあ
れさまざまな民族が混

こん

住
じゅう

している。なお，1971 年か
ら，ボスニア・ヘルツェゴヴィナのムスリムが，ム
スリム人としてみとめられた。
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用
よう

することが近現代に世界
各地でこころみられるようになると，さまざ
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提
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のネーションに適合しているか，あるいはそ
うでない者かにふりわけられ，後者は「少数民
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な処
しょ

遇
ぐう

を受けがちであり，排
はい

除
じょ

の対
象となってしまうことさえある。
　第一次世界大戦後にあったギリシアとトル
コのあいだでの戦争ののち，トルコ領在住の
ギリシア正教徒をギリシアへ，ギリシア領在
住のムスリムをトルコへ移住させるという住
民の交換がなされた。人種主義的なナショナ
リズムをかかげたナチス・ドイツは，ドイツ国
内のユダヤ人を「民族共同体」に属さない者と
みなして人種差別の対象とした（➡p.173,179）。ユー
ゴスラヴィアが解
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体
たい

した 1990 年代には，そ
れぞれの領域で，「民族浄化」とよばれる少数
民族の排除がおこなわれた（➡ p.207）。
　現代の世界では，こうしたできごとの反省
の上に立って，各国，各地域で排除や差別の
ない，多民族がたがいに共存する社会を構築
することが重要な課題となっている。

国民国家と民族問題

Q1アイヌ民族の古式舞
ぶ

踊
よう

「鶴
つる

の舞
まい

」（2008 年）　日本
社会もまた多民族社会である。

Q2スコットランド独立を支持する住民（2014 年）　
2014 年 9 月の住民投票によって独立は否決されたが，
国家の統

とう

合
ごう

をめぐってイギリスがかかえる問題が浮
う

き
彫
ぼ

りになった。

Q3 旧ユーゴスラヴィアの民族分布　このように
示されるのは，統計上の「民族」，「分布」であること
に注意したい。実際の人々のアイデンティティはさ
らに複雑であり，ほとんどの地域で，程度の差はあ
れさまざまな民族が混

こん

住
じゅう

している。なお，1971 年か
ら，ボスニア・ヘルツェゴヴィナのムスリムが，ム
スリム人としてみとめられた。
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帝国主義
19世紀の後半，特に1880年代以降になると，

イギリス，フランス，ロシア，ドイツなどヨ

ーロッパ列強による植
1

民地獲
かく

得
とく

競争がはげしさを増した。この動

きにアメリカ合衆国，日本などが加わり，世界分割ともよばれる

政治的，経済的支配が地球をおおいつくしていった。こうした動

きを帝国主義とよぶ。

帝国主義の背
はい

景
けい 帝国主義を促

そく

進
しん

した要
よう

因
いん

はさまざまであった。

経済的には，第二次産業革命によって発達し

た工業をささえる商品市場として，また原料供給地として，さら

に国内で過
か

剰
じょう

になった資本の投資先として，植民地の重要性が高

まったことがあげられる。こうした動機は，1870年代の大
だい

不
ふ

況
きょう

の

もとで各国が保護貿易政策をとったことによりさらに強められた。

政治的には，外交面での優
ゆう

越
えつ

を追い求める排外主義や軍国主義が

要因となった。帝国主義の政策は，欧米諸国で労働運動や社会主

義運動が活発化した状況に対して，国民の不満を国外にそらせよ

うとする性格ももっていた。列強の国内では，他民族に対する支

配を正当化する差別意識や人種主義が高まり，植民地支配が文明

をもたらすといった思想も宣
せん

伝
でん

された。

　いっぽうで，人の移動や情報交換が地球規
き

模
ぼ

で活発になり，そ

うした交流のなかから帝国主義への抵抗が各地で芽
め

生
ば

えていった。
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　19世紀後半以降，ヨーロッパ諸国をはじめアメリカ合衆国，日本などによって，地球上の陸
地の大部分が植民地，半植民地として分

ぶん

割
かつ

されていった。列
れっ

強
きょう

は国内において国民統
とう

合
ごう

を進めな
がら，国外では対立と同盟がいりまじる複雑な外交を展開していく。
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Q1世界の植民地分割（1914 年）

　世界の諸地域は，列強
によってどのように分割
されたのだろうか。

国民統合と帝国主義

　帝国主義の時代には，列
強は軍事力の強化に加え，
よりいっそう本国での国民
統合の強化を必要とするよ
うになった。そのなかでナ
ショナリズムが教育政策な
どを通じて大

たい

衆
しゅう

に浸
しん

透
とう

し，国
民統合を進める上で大きな
役割をはたした。同時に，こ
の時期にはナショナリズム
の排外的・攻撃的側

そく

面
めん

が強
まった。この傾向はユダヤ
人など各国内の少数派に対
する差別にもつながった。
また，植民地支配が広がる
なかで，白人の優

ゆう

越
えつ

性を強
調する人種主義と融

ゆう

合
ごう

する
ことが多かった。
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229 さくいん

赤字は人物名　■は「人物の解説」でとりあげているページ

金大中［キムデジュン］   216
キャンプ・デービッド合意  

  203
9.11事件   210,214
九か国条約   166
球戯場の誓い   84
95か条の論題   67
旧人（ネアンデルタール人）   5
旧石器時代   5
『旧約聖書』   29
キューバ革命   195,205
キューバ危機   189,195
キュリー夫妻   137
教皇のバビロン捕囚   42
『共産党宣言』   105
郷紳   121,123,149
強制移住法   110
匈奴   9
恐怖政治   85
共和政（ローマ）   38
挙国一致内閣   171
ギリシアの独立   95,103
キリスト教   19,27,29,39,45
キール軍港の水兵の反乱   161
義和団事件   135,148
金   12
金（後金）   54
金印勅書   43
キング牧師   199
均田制   10

く
グエン・フク・アイン（阮福
暎）   126
楔形文字   28
クシャトリヤ   22
クシャーナ朝   22,30
グージュ   85,154
クック   99
グーテンベルク   66
グプタ朝   23
クーベルタン   117
グラスノスチ   206
グラッドストン   108,122
クリオーリョ   92
クリミア戦争   95,109,112,114
クリュニー修道院   41
グレゴリウス7世   41
グレート・トレック   98
グロティウス   73
グローバル化   209,210,211
クロムウェル   75
郡県制   9
郡国制   9
軍人皇帝時代   39
軍閥   149,166

け
啓蒙思想   77,80,92
啓蒙専制君主   77,80
ケネディ   198
ケープ植民地   61,96,98,143
ゲルマン人の大移動   39
元   13
原子爆弾   181,208
玄奘   15
原人   5
遣隋使   11
玄宗   11
遣唐使   11

権利の章典   75
乾隆帝   54,59,120

こ
呉   10
コイサン   98
後ウマイヤ朝   32
光栄ある孤立   156
黄河   5,8
航海法   75
黄河文明   8
康煕帝   54
黄巾の乱   10
公行（広東十三行）   120
甲骨文字   8
甲午農民戦争   125
孔子   14
港市国家   60
光州事件   200
洪秀全   122
考証学   55
光緒新政   149
甲申政変   125
香辛料   16,19,60,68
黄巣の乱   11
皇帝   8
黄埔条約   122
公民権運動   198
康有為   123
五月革命   198
5か年計画   170
後漢   9
国際オリンピック大会  

  44,117,173,218
国際赤十字社   117
国際連合   186
国際連盟   117,162,170,173,174
国際労働者協会（第1インター
ナショナル）   156

国民会議派   167,185
国民議会   84
国民公会   85,92,155
国民国家   108,118
国民ファシスト党   172
高句麗［コグリョ］   10
五賢帝時代   18,39
五国同盟   102
五胡十六国   10
五・四運動   154,166
コシュート   107
高宗［コジョン］   125,149
五代十国   12
国共内戦   190
国共分裂   167
コッホ   137
胡適   166
ゴードン   152
古バビロニア王国   28
コペルニクス   71
コミンフォルム   184
コラソン・アキノ   217
『コーラン（クルアーン）』   31
高麗［コリョ］   12,56
ゴール朝   23
ゴルバチョフ   206
コルベール   74
コルホーズ   171
コロンブス   68
コンゴ動乱   195
コンスタンティヌス帝   27,39

コンスタンティノープル  
  39,51,64

コンバウン朝   126
棍棒外交   147

さ
サイクス・ピコ協定   159,168
サイゴン条約   127
再版農奴制   77
サウード家   95,169
「鎖国」   57,73,109
ササン朝ペルシア   30
サータヴァーハナ朝   23
サダト   203
サパタ   157
サファヴィー朝   65
サミット   200
ザミンダーリー制   129
サモリ・トゥーレ   152
サライェヴォ事件   158
サラーフ・アッディーン   32
サルディニア王国  

  103,107,112
サレカット・イスラーム   150
三・一独立運動   154,167
山岳派   85
三角貿易   76
三月革命   106
サン・キュロット   85
産業革命   88,99,105,109,113
三国干渉   125,148
三国協商   145,156
三国時代   10
三国同盟   145,156,158
三十年戦争   73
サン・ステファノ条約   115
暫定自治協定（オスロ合意）  

  215
サン・ドマング   92
三部会   42,84
サンフランシスコ平和条約  

  192
三圃制   40,42,81
サン・マルティン   93
三民主義   149

し
シーア派   31,65,203,214
西安事件   174
自衛隊   193
ジェノヴァ   42,48,64,66
ジェファソン   83
ジェームズ2世   75
ジェントリ   88,104
シオニズム   169
塩の行進   167
『四月テーゼ』   161
シク教   63,131
資源主権   202
始皇帝   9
四国同盟   102
ジズヤ（人頭税）   32,63
七月王政   104
七月革命   104
七年戦争   75,77,79,82,84
ジハード（聖戦）   31
シパーヒー（セポイ）   128,130
シベリア鉄道   146,148
資本主義  

  105,108,135,183,202,209

下関条約   125
シモン・ボリバル   93
ジャイナ教   22
シャイレンドラ朝   19
『社会契約論』   80
社会主義   105, 

113,142,145,156,160,164,183
社会主義者鎮圧法   113,145
社会民主党（独）   145,163
社会問題   91
ジャクソン   110
ジャコバン・クラブ   85
ジャーティ   24
シャネル   154
ジャムチ（駅伝）   13
シャリーア   31
ジャンヌ・ダルク   42
上海クーデタ   167
朱印船貿易   57
周   8
周恩来   191,195
十月革命   161
宗教改革   67,70,73,103
十字軍   32,42,48
自由将校団   194
重商主義   74,76,80
集団安全保障   163
自由党   108
自由貿易   104,108,110,171
十四か条の平和原則   159,162
朱熹（朱子）   13
儒教（儒学）   9,11,14,55
主権国家体制   73
朱元璋（洪武帝）   52
朱子学   13,56
朱全忠   11
シュードラ   22
シュトレーゼマン   163
ジュネーヴ休戦協定   196
シュメール人   28
シュリーヴィジャヤ   19
春秋・戦国時代   8
荘園   41
蔣介石   167,174,190
蒸気機関車   91
蒸気船   91,117
商業革命   69
上座部仏教   18,25
尚泰   124
小ドイツ主義   107,113
蜀   10
贖宥状   67
徐光啓   59
『諸国民の富』   80
諸子百家   8
女真   12,54,57
女性参政権   154,168
ショパン   104
諸民族の春   106
ジョン・ケイ   89
新羅［シルラ］   10
ジロンド派   85
秦   8
新   9
清   54,120,148
晋（西晋）   10
辛亥革命   148,191
シンガポール   96,127,197
進化論   117
新経済政策（ネップ）   164

さくいん 229

赤字は人物名　■は「人物の解説」でとりあげているページ

金大中［キムデジュン］   216
キャンプ・デービッド合意  

  203
9.11事件   210,214
九か国条約   166
球戯場の誓い   84
95か条の論題   67
旧人（ネアンデルタール人）   5
旧石器時代   5
『旧約聖書』   29
キューバ革命   195,205
キューバ危機   189,195
キュリー夫妻   137
教皇のバビロン捕囚   42
『共産党宣言』   105
郷紳   121,123,149
強制移住法   110
匈奴   9
恐怖政治   85
共和政（ローマ）   38
挙国一致内閣   171
ギリシアの独立   95,103
キリスト教   19,27,29,39,45
キール軍港の水兵の反乱   161
義和団事件   135,148
金   12
金（後金）   54
金印勅書   43
キング牧師   199
均田制   10

く
グエン・フク・アイン（阮福
暎）   126
楔形文字   28
クシャトリヤ   22
クシャーナ朝   22,30
グージュ   85,154
クック   99
グーテンベルク   66
グプタ朝   23
クーベルタン   117
グラスノスチ   206
グラッドストン   108,122
クリオーリョ   92
クリミア戦争   95,109,112,114
クリュニー修道院   41
グレゴリウス7世   41
グレート・トレック   98
グロティウス   73
グローバル化   209,210,211
クロムウェル   75
郡県制   9
郡国制   9
軍人皇帝時代   39
軍閥   149,166

け
啓蒙思想   77,80,92
啓蒙専制君主   77,80
ケネディ   198
ケープ植民地   61,96,98,143
ゲルマン人の大移動   39
元   13
原子爆弾   181,208
玄奘   15
原人   5
遣隋使   11
玄宗   11
遣唐使   11

権利の章典   75
乾隆帝   54,59,120

こ
呉   10
コイサン   98
後ウマイヤ朝   32
光栄ある孤立   156
黄河   5,8
航海法   75
黄河文明   8
康熙帝   54
黄巾の乱   10
公行（広東十三行）   120
甲骨文字   8
甲午農民戦争   125
孔子   14
港市国家   60
光州事件   200
洪秀全   122
考証学   55
光緒新政   149
甲申政変   125
香辛料   16,19,60,68
黄巣の乱   11
皇帝   8
黄埔条約   122
公民権運動   198
康有為   123
五月革命   198
5か年計画   170
後漢   9
国際オリンピック大会  

  44,117,173,218
国際赤十字社   117
国際連合   186
国際連盟   117,162,170,173,174
国際労働者協会（第1インター
ナショナル）   156
国民会議派   167,185
国民議会   84
国民公会   85,92,155
国民国家   108,118
国民ファシスト党   172
高句麗［コグリョ］   10
五賢帝時代   18,39
五国同盟   102
五胡十六国   10
五・四運動   154,166
コシュート   107
高宗［コジョン］   125,149
五代十国   12
国共内戦   190
国共分裂   167
コッホ   137
胡適   166
ゴードン   152
古バビロニア王国   28
コペルニクス   71
コミンフォルム   184
コラソン・アキノ   217
『コーラン（クルアーン）』   31
高麗［コリョ］   12,56
ゴール朝   23
ゴルバチョフ   206
コルベール   74
コルホーズ   171
コロンブス   68
コンゴ動乱   195
コンスタンティヌス帝   27,39

コンスタンティノープル  
  39,51,64

コンバウン朝   126
棍棒外交   147

さ
サイクス・ピコ協定   159,168
サイゴン条約   127
再版農奴制   77
サウード家   95,169
「鎖国」   57,73,109
ササン朝ペルシア   30
サータヴァーハナ朝   23
サダト   203
サパタ   157
サファヴィー朝   65
サミット   200
ザミンダーリー制   129
サモリ・トゥーレ   152
サライェヴォ事件   158
サラーフ・アッディーン   32
サルディニア王国  

  103,107,112
サレカット・イスラーム   150
三・一独立運動   154,167
山岳派   85
三角貿易   76
三月革命   106
サン・キュロット   85
産業革命   88,99,105,109,113
三国干渉   125,148
三国協商   145,156
三国時代   10
三国同盟   145,156,158
三十年戦争   73
サン・ステファノ条約   115
暫定自治協定（オスロ合意）  

  215
サン・ドマング   92
三部会   42,84
サンフランシスコ平和条約  

  192
三圃制   40,42,81
サン・マルティン   93
三民主義   149

し
シーア派   31,65,203,214
西安事件   174
自衛隊   193
ジェノヴァ   42,48,64,66
ジェファソン   83
ジェームズ2世   75
ジェントリ   88,104
シオニズム   169
塩の行進   167
『四月テーゼ』   161
シク教   63,131
資源主権   202
始皇帝   9
四国同盟   102
ジズヤ（人頭税）   32,63
七月王政   104
七月革命   104
七年戦争   75,77,79,82,84
ジハード（聖戦）   31
シパーヒー（セポイ）   128,130
シベリア鉄道   146,148
資本主義  

  105,108,135,183,202,209

下関条約   125
シモン・ボリバル   93
ジャイナ教   22
シャイレンドラ朝   19
『社会契約論』   80
社会主義   105, 

113,142,145,156,160,164,183
社会主義者鎮圧法   113,145
社会民主党（独）   145,163
社会問題   91
ジャクソン   110
ジャコバン・クラブ   85
ジャーティ   24
シャネル   154
ジャムチ（駅伝）   13
シャリーア   31
ジャンヌ・ダルク   42
上海クーデタ   167
朱印船貿易   57
周   8
周恩来   191,195
十月革命   161
宗教改革   67,70,73,103
十字軍   32,42,48
自由将校団   194
重商主義   74,76,80
集団安全保障   163
自由党   108
自由貿易   104,108,110,171
十四か条の平和原則   159,162
朱熹（朱子）   13
儒教（儒学）   9,11,14,55
主権国家体制   73
朱元璋（洪武帝）   52
朱子学   13,56
朱全忠   11
シュードラ   22
シュトレーゼマン   163
ジュネーヴ休戦協定   196
シュメール人   28
シュリーヴィジャヤ   19
春秋・戦国時代   8
荘園   41
蔣介石   167,174,190
蒸気機関車   91
蒸気船   91,117
商業革命   69
上座部仏教   18,25
尚泰   124
小ドイツ主義   107,113
蜀   10
贖宥状   67
徐光啓   59
『諸国民の富』   80
諸子百家   8
女真   12,54,57
女性参政権   154,168
ショパン   104
諸民族の春   106
ジョン・ケイ   89
新羅［シルラ］   10
ジロンド派   85
秦   8
新   9
清   54,120,148
晋（西晋）   10
辛亥革命   148,191
シンガポール   96,127,197
進化論   117
新経済政策（ネップ）   164
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